
 

1. 「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」事業実施報告会の開催 

 

「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」の採択団体（隊員）が、提案事業の内容や進

捗状況等を発表する、事業実施報告会を開催した。 

 

(1) 「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」事業実施報告会の開催概要 

 

日  時：令和３年３月 12日（金） 10:30～12:00 

開催方法：オンライン開催 

聴講者数：206名 

次   第： 

１ 開会、総務省挨拶 

２ 基調講演「ビジネスと地域づくり」 

（慶應義塾大学総合政策学部教授 飯盛義徳氏） 

３ 採択団体による発表 

４ 地域おこし協力隊ビジネスサポート事業審査員による講評 

５ 閉会 

 

 
基調講演の様子 

 

 

  



 

(2) 採択団体の事業報告 

① 広島県東広島市（提案者：東広島市地域おこし協力隊員 田野実 温代 氏） 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

  



 

② 広島県東広島市（提案者：元東広島市地域おこし協力隊員 中嶋 直哉 氏） 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

  



 

③ 熊本県上天草市（提案者：元上天草市地域おこし協力隊 元田 有祈 氏） 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

資金計画

12

単位：千円

開業準備期間
通年営業

備考１年目 ２年目 ３年目

(～R3.6） (R3.7～R4.6） (R4.7～R5.6） (R5.7～R6.6）

資
金
収
支
計
画

出資金・資本金 1,500 0 0 0 

当期内部留保

うち減価償却費

長期借入金借入 0 0 35,000 0 

短期借入金（運転資金）借入 500 2,000 2,000 2,000 

その他資金収入 0 0 0 

資金収入合計 2,000 2,000 37,000 2,000 

設備投資 0 0 17,000 0 

長期借入金返済 0 0 0 0 

短期借入金（運転資金）返済 0 200 200 200 

その他資金支出 0 0 0 0 

資金支出合計 0 200 17,200 200 

資金収入－資金支出 2,000 1,800 19,800 1,800 

期末現預金残高 1,512 32,884 11,249 

期末長期借入金残高 0 0 35,000 35,000 

期末短期借入金残高 500 2,500 2,300 2,100 



 

 

 

 

  



 

(3) ビジネスサポート事業採択団体の事業展開に対する有識者の講評 

採択団体の事業展開について、ビジネスサポート事業審査会の審査員３名（伊藤審査員、

北村審査員、飯盛座長）より、コメントを得た。 

 

① 伊藤審査員 

３事業とも、コンセプトやメッセージがブラッシュアップされてわかりやすくなってい

ると感じた。自身が何をしたいのかはっきりしていることは、地域で事業を行ううえでの

一つ重要なポイントになると思う。 

今後、行ってみてほしいことが３つある。 

一つめは、「100人インタビューをしてみよう！」ということで、自身がしたいことを伝

えるとともに、地域の方や、将来顧客となりうる方に、徹底的に話を聞き続けることであ

る。 

二つめは、「ちょっとした問題意識から小さな実践へ」ということで、マイプロジェクト

という言葉も最近出てきているが、小さなことでいいから、お金をもらって実践してみる

ということである。 

三つめは、「借り物競争で１番になる」ということで、他の人の力を借りるということで

ある。また、自身が起業をしなくても、地域の企業と連携して新規事業を行うといった考

え方もよいと思う。 

 

② 北村審査員 

３事業とも、志が高く、地域のためになる、良い事業だと思う。 

一方で、いずれにも共通することだが、収支計画や資金計画の作成が少し弱い。自身の

貴重なお金と時間を使って事業を進めていくうえで、その結果がどうなるのかを見極める

というプロセスは非常に重要である。 

面倒なことだとは思うが、やはりアイディアだけで事業が走り出すことは危険であり、

また金融機関からお金を借りたり、自治体から助成金を得たりするうえでも必要となるた

め、あらためて計画を見直してほしい。 

 

③ 飯盛審査員 

事業を推進するうえで重要なポイントは、いかに協力者や理解者を得るかということだ

と思う。理念等を共有するコアメンバーと、様々な事業展開に協力してもらう方の２種類

がある。コアメンバーはもちろん大事だが、コアメンバーだけで話し合うと議論が閉じて

しまうため、インセンティブを持ったメンバーから新しい情報やアイディアをもらうこと

も重要である。そのため、この２種類をいかにうまく組み合わせるかが問われる。 

協力者や理解者を得るためには、自身から動いて、与えることで、ポトラックのような

状態になり、仲間が集まってくるのではないかと思う。与える、ということを深く考えて

もらいたい。 

 

 

 


	1.  「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」事業実施報告会の開催
	(1)  「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」事業実施報告会の開催概要
	(2)  採択団体の事業報告
	①  広島県東広島市（提案者：東広島市地域おこし協力隊員　田野実 温代 氏）
	②  広島県東広島市（提案者：元東広島市地域おこし協力隊員　中嶋 直哉 氏）
	③  熊本県上天草市（提案者：元上天草市地域おこし協力隊 元田 有祈 氏）

	(3)  ビジネスサポート事業採択団体の事業展開に対する有識者の講評
	①  伊藤審査員
	②  北村審査員
	③  飯盛審査員



